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鈎ゐd椚〟CC叩における菩薩の学処整理法とその

ヴイクラマシーラの学僧への影響について

佐々木 一意

古来,インド･チベットでは｢経典集｣と呼ばれる,諸経典の要点を抜粋･整理した著作が

数多く作り続けられてきた.本稿ではそのような｢経典集｣のうちでも最大のものである,イ

ンド中後期の論師シヤーンティデーヴァ(S如tideva,C.690-750)によってまとめられた

血卸m胱叩(SS)を取り上げ,そこに見られる菩薩の学処の整理法とそれが後世に与えた

影響とを検証する.

Ⅰ.SSの学処整理法

1.SSの構成と偽頒

SSは大乗経典からの引用を順序だてて並べた｢経典集｣であり,19牽からなる.その造論

の目的は,題名の意味するとおり,菩薩の実践に関わる学処の要点を提示することにあるl･一

般に菩薩の実践という言葉から直ちに想起されるのは｢六波羅蜜｣であり,事実,本書の各章

の表題にもその名は散見される.しかしながら,本書が必ずしも六波羅蜜の秩序に沿ったもの

ではなく,むしろそれとは別の意図のもとに構成されていることは,先学諸氏の研究により既

に明らかにされている2.すなわち,論主シヤーンティデーヴァは自作の27偶からなる偶頒

(出血k豆)によって論書の骨格を構成し,そこに膨大な経典引用による肉付けを施すことによ

って本書をまとめているのである.全体の9割以上は経典の引用部分によって占められている

が,シヤーンティデーヴァは先述の偏頗とわずかな自釈によって巧みにそれぞれの経文に所を

与え,菩薩の学処を体系的に提示している.

論主は冒頭,大乗に信を起こすことから説き起こし,続いて願･行二種の菩提心を提示する･

そして行の功徳の大きいことを種々に説きながら実践行を勧め,その実践の指針,あるいは軌

範をどこに求めるのか,という文脈を設けた上で3,以下のような『宝雲経』の引用を導入する･

菩薩の学処は諸々の経典に説かれている.たとえば,『聖宝雲[経]』のなかに,｢善男子

よ,いかにして菩薩は菩薩の学処を具えることになるのか.このとき菩薩はこのように考

察する.別解脱律儀のみでは自分は無上等正覚を証得できない.ではどうなのか.あれこ

れの経典において如来によって示された菩薩の振る舞い･菩薩の学処を,それぞれについ

て私は学ばねばならない｣云々と,詳細に説かれている.4

論主はこの引用に続けて,｢詳細に説かれているが故に,我々のような智慧の劣ったものには,

菩薩の制戒は理解し難い.では,如何なるものが相応しいのか?それ故,穀犯(豆pa仕i)が生じ

ないよう,諸々の要処を知るべきである.｣5とし,続けて以下のように説く.

諸々の経典の中で大乗を喜ぶ者達のために説かれたそれらの要処とは何か.すなわち,

｢身体｣と｢享受｣と三世にはたらく｢善性｣とを一切衆生の為に

｢捨施｣すること,それらを｢守護｣し｢浄化｣し｢増大｣することである.
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これが菩薩の制戒を集約したものである.6

ここに掲げたのは論主の提示する偏頗のうちの第3偽,第4偶に相当する部分であるが,浅

野【1991】は,この部分が27の偶頒全体に対する総標となっていることを指摘すると共に,こ

の第4偶に現れる七つの要処(m肌Ilおtb釦仏7)の組み合わせから導出される修道項目を順に並

べることによって本書全体が構成されていることを明らかにした.ここで,浅野[1991】および

Hedinger[1984】とがそれぞれ掲げる表を参考に,改めて〈七要処〉･〈偶頒〉･〈六波羅蜜〉･〈章立

て〉の対応関係を図表にまとめてみるならば次ページのようになる.これによっても,この七

要処の組み合わせ,すなわち【身体融mabb豆va】,【享受bboga】,【善性如bba】の三者を【捨施

utsarga】,【守護rak亨豆】,【浄化如ddhi】,【増大vardhana】するという,三×四の合計十二の修道

項即の提示という観点から,本書が極めて整然と組み上げられている様子を確認することがで

きるだろう.

2.七要処･十二項目の学処整理法

さて,シヤーンティデーヴァは行学の面で後世に強い影響力を持ったことが知られている.

たとえば,プラジェニヤーカラマテイを筆頭に,ゲイクラマシーラ系の名だたる学僧たちは,

一般に彼の主著とされるβ0戯ねα〝ⅦCαり雇用感用(BCA)に対してこぞって註釈を著しているし,

その後のチベットでも,彼の二つの著作9は共に菩薩の行を学ぶための論書の代表としてカダム

派の六宗典のなかにも収められている.

二書のうちBCAの方は,｢般若波羅蜜の説示｣と題される第九章を中心に,中後期の中観思

想を代表する論書として現代の研究者たちの関心も高い.それに比較してSSは等閑視されが

ちで,引用の源泉としての価値を指摘するものを除けば,研究者たちによってその思想的な重

要性が指摘されることはこれまでほとんどなかったと言ってよい.しかしながら,残されてい

る関係文献に具にあたってみるならば,インド･チベットの往時の学僧達の中には,SSに対し

てもまた単なる経典集という以上の思想的な価値を認める者のあったことが確認されるので

ある.例えばプトン(Buston,1290-1364)はCみos砂〟ngの中で本書を経典の言葉を再構成する論

書の代表として挙げているし10,ツオンカパ(恥ongkJlapa,1357-1419)もまた｢非常に深淵で広大

な諸々のお言葉を並べる配置そのもの(即而mnyid)によって全ての(修行)道の枢要(卯如)

に決定を与えるもの｣と評しているのである11が,それぞれ当時のチベットにおいて学僧達の

指導的な立場にあった彼らにそのような見解があったということは,特に注目されてよい事実

であると思われる.

さて,このプトンやツオンカパの言葉に従うならば,SSは大乗の教説の要点を体系だてて整理

するという点において重要な論書と考えられていたということになるだろう.そうであるとす

れば,彼らは本書に教説の整理法とでも呼ぶべき何らかの体系を見ていたことになるであろう

が,その整理法こそ,ここに見てきた七要処･十二項目による学処の整理法に他ならないと考

えられるのである.
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本稿では,この七要処･十二項目による学処の整理法が,単にSSの構成上の特色というだけ

のものではなく,シヤーンティデーヴァの菩薩行思想それ自体の骨格をなすものであることを

確認し,また彼の後継者達にもそのようなものとして伝承されていたことを示したいと思うが,

そのためには,この整理法が後代の学僧たちによって実際にどのように言及されてきたのかを

検証してみることが必要であろう.以下にそのことをインド仏教末期の教学の中心地であった

ヴイクラマシーラ(Vi血m虚ila)寺院の代表的な学僧三人の場合について見ることにするが,そ

の前に,まず近年の本書についての主要な研究がこの整理法をどのように見てきたかを確認し

ておきたい.この整理法に対する評価は研究者の間で未だ固まっておらず,今後本書の研究を

進めていく上でも,ここでこの｢整理法｣の存在とその指示する内容については確定しておく

ことが望ましいと考えるからである.

3.修道項目の数の確定

SS研究の先駆であり,同書の校訂テキストを出版したC.Bendallは,27の侶煩が本書の構成

の軸となっていることはもちろんのこと,この七要処による整理法についても当初から着目し

ていたようである.そのことは版本のIntroductionにおける記述,およびその末尾に添えられた

本書のSummaryiこ対する彼の区分けの様子からも窺い知ることができる.

ところでIntroductionにおいて氏はこれを"nine-fold classification"という名で呼んでいる.

この呼び方から,彼がこの要処からなる組み合わせの数を,我々のように三×四の十二通りと

してではなく,三×三の｢九通り｣と見ていたことが判る12が,これは彼が｢捨施｣を要処の

一つに数えていないためである.先の図表において確認されるように,本書では序章･総論･

｢捨施｣までが第一章の中に収められており,また他の修道項目とは違って｢捨施｣には侶頒

の割り当てがない.そのことに鑑みてか,彼はこの部分を一括して論書全体の導入部分として

扱い13,あえて｢捨施｣を修道項目として別立てしなかったようである.それにより｢身体｣,

｢享受｣,｢善性｣の｢捨施｣という三つが修道項目に加えられずに,十二項目と数えるところ

が九項目とされているのである.

Bendal1に続く中野【1935],田村[1982],Hedinger【1984】および浅野【1991】の見解は以下のよう

なものである.

本書の漢訳にあたる『大乗集菩薩学論』の国訳を担当した中野氏は,BendallのIntroduction

に倣ってその解題に本書全体の梗概を与えている.氏がBendallを参考にしていることは確実

であるが,その解題には本書が偶頒に基づいて構成されている

とする記述こそ見られるものの,梗概自体の組み立ても概ね章立ての枠組みに沿って記されて

おり,七要処からなる整理法に対して特別の関心が向けられている様子はない.第4偶を説明

する箇所においても,七要処について言及する記述は見られない.

田村･Hedingerの両氏は,共に七要処の前半三つをそれぞれ四通りに実践すると記している

ことから,我々と同様,修道項目については十二区分と理解していると考えてよいだろう.両

氏の見解は六波羅蜜とこの整理法とが本書の両軸として並立的に機能していると理解してい

る点でも共通している.
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前述の浅野【1991】は,本書の構成がこの整理法に基づいていることを前三者に比べ最も端的

に主張しているようであるが,｢捨施｣の対象に関しては,｢その対象があいまいなままに説か

れている｣としており,あえて言うならば,対象を三つに分かたずに,一切の｢捨施｣を一項

目とみなしているということはできるが,実際のところそもそもこれを修道項目として別立て

することにはあまり積極的ではないようである.この点,氏はBendallに近い見解を示してい

るものと言えよう.

以上のように,要処の組み合わせによる修道項目をいくつと数えるかに関しては若干の相違

が見られるものの,本書の構成がこの整理法に沿ったものであると考えている点では,中野氏

を除く各氏の見解は概ね一致していると見てよい.その組み合わせの数についても,違いは｢捨

施｣の扱いを巡る一点に限られていることがわかった.

さて,それではその｢捨施｣はSSのなかではどのように扱われているのだろうか･先に見

たように,総標と指摘されている第4偶には明確に｢捨施｣という言葉が出されていたことか

ら考えても,特に大きな解釈上の論拠がない限りこれを黙殺することは許されないと思われる

のであるが,それのみならず,論主がこの｢捨施｣を実践すべき要処の一つと考えていたこと

は,七要処の提示から本論へと移るに際して,以下のような導入部分を設けていたことからも

確認することができるであろう.

それゆえ,以上のように｢身体｣と｢享受｣と｢善性｣とを停滞することなく｢捨施｣

し｢守護｣し｢浄化｣し｢増大｣することが,適切に修習されるべきである.その中でま

ず,｢捨施｣のために,所有することの害悪(p正夢血ado亭a)という観点を通じて,離欲

(va拡訂a)を生ぜしめるべきである.また,捨離(け毎a)の称賛も修習すべきである･14

Bendallのように｢捨施｣を導入の一部に含めてしまう見解については,結局のところ先述し

たように単純に章立てとの関係のみから言われているに過ぎないと考えられる.そもそも｢捨

施｣を修道項目から除外してしまうことは,｢捨施｣こそを菩薩の利他行の最重要課題と見て

重視する論主の立場15からしても,もとより不適当であると言えよう.

また,｢捨施｣の対象をいくつと見るかについてであるが,論主はこの｢捨施｣の対象に関

する説明ほぼ全てをI旬ね戯明桓戒ねからの連続的な引用によって述べてはいるものの,引用

の間に｢｢享受｣と｢蓉性｣の｢捨施｣もまた同経に説かれている.｣(Bendall[1902】P.264-5)

と自らの整理法を意識した記述を挟むなどしていることから考えても,あくまで論主は整理法

の組み合わせ方を崩すことなく,｢捨施｣の対象についても｢身体｣と｢享受｣と｢善性｣と

いう三つの要処を考えていたと認めることが適当であるということになろう.

また,Bendal1は先述のIntroduction中に,SSに言及する後代の著作の一つとして,本書の簡

約書とみなすことのできるヴァイローチャナラクシタ(Vairocanarak亭ita,11c)の

毎akusumama鱒idli(KM)を取り上げているが,その説明の中で,同書がSSと同様の"nine-fold

c)assincation''により構成されているとの記述を与え,欄外に同書とSSとの章題の対応関係を

注記している16.しかしながら,KM自体には以下のように

聖者シヤーンティデーヴァによって,説明されるべき事柄(bsh如bya)一切を特徴付ける,

註釈を伴う『学処集』(bslapbtus/SS)の一偏(tshigsbcad/*k5rika)が説かれている･す
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なわち,『｢身体｣と｢享受｣と三世にはたらく｢善性｣とを一切衆生の為に｢捨施｣する

こと,それらを｢守護｣し｢浄化｣し｢増大｣することである』(第4偏)と.｢身体｣と

は‥･(中略)….捨施などの四種をそれらのそれぞれに対して(封DS8nお/*pr【h喝)

示しているであって,･･･17

とあって,むしろ明確に三×四の組み合わせを支持していると見ることができる.

以上検討してきたように,この間題については論主シヤーンティデーヴァも往時の彼の追随

者達も三×四という組み合わせこそを意図していたことが確認される.ゆえに,この整理法に

ついては七要処･十二項目と見ることが妥当であると結論されるだろう.

Ⅱ.後代への影響

さて次に,後世の学僧たちがどのようにこの整理法に言及していたかということを,インド

における仏教の最後の中心地であったヴイクラマシーラにゆかりのある論師たちの実例を引

いて見ていくことにしよう.

先に述べたように,一般にヴイクラマシーラの学僧たちは,行軌の清浄なることを重視し,

実践に努めていたようである.そして,この面において特にシヤーンティデーヴァから絶大な

影響を受けていたと言われている柑.彼の著作のうち,後代の学僧たちから言及され表舞台に

登場するのは圧倒的にBCAの方であって,自ずと現代の研究者の目もそちらに向けられてき

たのであるが,直接的に言及されることこそそう多くはないものの,先にプトンの評価を見た

ように,往時の学僧たちにとってSSは単なる教証の出典にすぎないものではなく,諸経典に

錯綜して現われる多様な教説を整理する体系を示すものという点で重要な論書であると見な

されていたのであり,その整理法は,以下にみるように彼らがBCAを解釈する上でも重要な

役割を果たしていたと考えられるのである.

1.プラジュニヤーカラマテイ

シヤーンティデーヴァの後継者として最も重要なのは起源1000年頃ヴイクラマシーラでジ

ュニヤーナシュリーミトラやラトナキールテイ,ラトナーカラシヤーンティらとともに活躍し

たと言われるプラジェニヤーカラマテイ(Prqi丘akaramati,C.950-1000)である.彼が著したBCA

の広註助肋加画血励御物磁(BCAP)は当時から今日に至るまで,数多く著された類書のな

かでも常に筆頭に挙げられており,シヤーンティデーヴァの思想が継承されていく過程で,彼

の解釈が後代に大きな影響力を持ったであろうことは容易に想像される.

彼の註釈は大部で経典･論書の引用が豊富であり,単なる語釈整理に止まらず比較的自由に

独自の傍論を展開する点が特徴的であると,江島【1966】によって報告されている.残念なこと

に,この研究はBCAPの第九章の註釈部分のみについてのものであるため,SSとの関係にっ

いては,第九章に引用される経典の三割強がSSからの再録であることが指摘されるに止まっ

ている.しかしながらBCAPとSSの関係は,むしろ江島氏が研究対象としなかった同書の第

八草までの部分に特徴的に現われているということができる.というのも,プラジェニヤーカ

ラマテイは第八章までの部分において,BCA本偶の解釈に盛んにSSの偶頒を援用して註釈を
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与えており,しかもその説明は,本稿に見てきたSSの学処の整理法についても十分意識的で

あることが窺われるからである.

同書にはSSの侶頒27偶頒のうち15頒が引用されている.すなわち,第l･2偶(BCAP

第3章p.42),第3･4偶(第4章p.48),第5偽(第5章p.50),第6偽(第5章p･50,p･77),

第7･8偶(第5章p.63),第9偽(第8章p.137,第9章p.169),第10偽(第5章p･68),

第11偽(第5章p.69),第12偽(第5章p.74),第13偽(第5章p.70),第19偽(第5

章p.80),第20偶(第6章p.81,第8章p.136)であるが,ここに見られるように,偶頒の

引用はBCAの第3章から第9章の冒頭部分(Ⅶidyapp.42-169)に対応する箇所まで,中でも

第5章に集中しており,引用される順番もSS中での順序にほぼ沿ったものとなっている19･ま

た,偶煩が最後に引用されるのはBCA9.1の註釈部分であるが,この偶には｢これら全ての

準備的実践(parikara)を,智慧のために尊者が説かれたのである｣とあり20,それに続く註釈に

は準備的実践とは布施等の波羅蜜であると説明されている.これらから,プラジュニヤーカラ

マテイが,五波羅蜜の実践をSSの偶頒に対応させて理解していたということが分かるだろう.

彼はまた,偏頗の総評に示された七要処による十二項目の整理法についても十分意識的であ

ったと見なしうる.そのことが最も端的に現われるのが,BCA4.4821に対する註釈部分である.

この偶文の中には｢(如来によって)説かれた通りの学処を実践するために｣

(yathokta畠ik串pratipattihetob)という言葉があるが,これを注釈するためにプラジュニヤーカラマ

テイは,先に本稿のはじめにも引用した,SSにおいて第3偶,第4侶を導入する部分を,前後

の文脈をくずすことなく,経典の引用もそのままにSSから抜き出して説明に充てているので

ある.このことから,学処の実践ということに関しては,彼がほぼ全面的にSSの方法を受け

入れていたということが理解される.

また,第5章｢正知(s瓜ppr如肌ya)の守護｣の導入部分には,

evamatmabh豆v豆din豆mutsarg叩1rak$卸CaPratip豆dyapunarVistareparaksおodhanaVardhan血i

pratip豆dayitumupakramate/･･･(Ⅶidya[1960]p.50.2-3)

以上のように,｢身体｣などの｢捨施｣と｢守護｣とを説明してから,更に詳しく｢守護｣･

｢浄化｣･｢増大｣を説明することを始める.･･･

同様に,第6章｢忍辱波羅蜜｣の導入部分には,

tad eva叩bahudh豆畠ilaviiuddhiIp pratip豆dya5tmabh5vadharp raks如l畠uddhip pratipadya

如bhavihddhirppratip豆dayitum,･･･(Ⅵidya[1960]p.81.2-3)

それゆえ,以上のように種々に戒の｢浄化｣を説明し,｢身体｣などの｢守護｣･｢浄化｣

を説明してから,｢善性｣の｢浄化｣を説明すべく,･･･

とあり,これらからもこの整理法によって組織的にBCAを解釈していこうとするプラジュニ

ヤーカラマテイの意図を明確に見て取ることが出来るであろう.

BCAの章立ては一見,六波羅蜜の順序に沿っているようでありながら,布施波羅蜜,持戒波

羅蜜を説く章を欠いており,それにあたる部分が｢菩提心の称賛｣(第1章)から｢正知の守

護｣(第5章)という菩提心にまつわる事柄の説明に置き換えられている.この論の構成上の

謎に関しては,Crosby&Skilton【1996】よって,そのうちの第2章,第3章がanuttarapqj豆という
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発心儀礼と深く関係していることが既に指摘されているのであるが22,ここに見てきたように

BCAの前半部分がSSの整理法によって読み解きうるとすれば,それとは別の視点からBCA

の構成を解明することも可能であるかも知れない.プラジュニヤーカラマテイの解釈が後世に

対して持ったであろう強い影響力を考慮すると,このSSの整理法とBCAの構成との対応関係

については,今後さらに綿密な比較･検討がなされるべきであるように思われる.

2.ヴァイローチャナラクシタ

プラジュニヤーカラマテイらが活躍した時代からおよそ50年から100年ほど下ったヴイク

ラマシーラに,ヴァイローチャナラクシタという学僧がいた.この人物については,後述する

ディーパンカラシェリージュニヤーナわip瑚丘的98仇1052)の同輩であったとも弟子

であったとも言われるが,詳細は不明である.彼の著作と伝えられる秘方(KM)

はSSの現存するほぼ唯一の註釈書である23.彼はこれとは別にBCAにも註釈を書いているこ

とから,シヤーンティデーヴァと何らかの教学的な繋がりがあったと考えられている24.

この著作については,先に修道項目の数を議論した際に既に紹介しているが,同書には冒頭

に以下のようなSSへの賛辞が見られる.

もし身体と享受と善性との三つを,捨施し,守護し.浄化し増大すろという諸々の利他を

精進することによって確かなものにしたいと望むならば,無上なる『学処集』に依拠する

べきである.宝の如き様々な経典の(集められた)一つの大海であるこの『学処集』を見

るならば,食欲を完全に断ち切る.お

この言葉の数行後に先程引用した部分が続くのだが,先般の箇所においては第4偶の引用と

して現われていた七つの要処が,ここでは論主ヴァイローチャナラクシタ自身の言葉で,菩薩

の実践の内容として語りなおされていることがわかるだろう(下線部).このことから,この

論主もまた侶頒の第4偏をSS全体の総標と見ており,そこから導出される七要処･十二項目

の整理法がSSの構成を,ひいては如来の指示する学処の体系を学ぶ上で決定的なものである

と考えていたことは確実である.

なお,先述したように,この論師にはシヤーンティデーヴァとの学的関連があると考えられ

ることからlこの整理法は,当時のシヤーンティデーヴァの追随者達にとって一種定説めいた

存在感を持つ学説となっていたとも推測される.KMはSSが彼ら追随者達にどのように受容

されていたかを知る上でも重要な著作である.KMに関しては稿を改めて詳しく検証してみた

い.

3.ディーパンカラシュリージュニヤーナ(アティシヤ)

チベットへの仏教再伝の中心的人物として名高い学僧ディーパンカラシュリージェニヤー

ナ(アティシヤ,A鵬a)は,入蔵以前,ヴイクラマシーラの学頭として活躍していたことが知

られているが,それ以前には金州(suvarDadvipa)のダルマパーラ(Dhamap豆1a/-kirtiof

SuVarPadvipa,C.1000)26に師事して,12年間に渡り『現観荘厳論』と併せて,BCAとSSとを学

んだといわていれる.このダルマパーラにはBCAについて二作,SSについても一作
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血ざゐα∽以CCの房助加椚りⅥという難解で謎めいた著作があることから,ひとまずシヤーンティデ

ーヴァの教学に通じていた人物であったことは間違いないと思われる･彼から学び得たことで,

アティシヤもまた,シヤーンティデーヴァの著作に精通していたであろうことは想像に難くな

アティシヤは入蔵してのち,彼を招来したチャンチュプ･ウー(Byangchub,od)の求めに応

じて『菩提道燈論』およびその広註クα研伝(BMDP)27を書いている･この広註には数多くの経

論が引用されているが,なかでもBCAとSSからの引用は群を抜いて多い･また,引かれる経

典の中にはSSからの再録と思われるものも多く,彼の教説におけるシヤーンティデーヴァの

影響の大きさを窺い知ることができる.28

広註においてアティシヤは菩薩の制戒を主に『菩薩地戒品』とSSとによって説明している29･

第五章･菩薩律儀品において,彼はSSに三丈夫それぞれの菩薩戒が説明されているとして,

先般のSSの偏頗の第3偏,第4偶に相当する部分をそれぞれ大士･中土の制戒として引用す

る.すなわち,

軌範師シヤーンティデーヴァにより,経典は残らず三丈夫によって学ばれると説かれてい

ている.すなわち,大乗における大位の修行(gomspacheba)と,中位の修行と,小位

の修行である.大位の修行に関してはl『学処集(SS)』に｢菩薩の学処は,大乗に詳細に

説かれている｣(第3備前半)とあり,また『入【菩薩]行論(BCA)』に｢勝者の子達によ

って学ばれないものはなに一つとしてあることはない｣(5.100ab)と説かれている･また,

吉祥なるボーディバドラ上人はまた･‥(中略)….その【大乗】における中位の修行

についてもまた,『学処集(SS)』に｢それゆえ毀犯(ltungba/*atti)のないように諸々

の要処が知られるべきである(第3偶後半).｢身体｣と｢享受｣と三世にはたらく｢蓉性｣

とを一切衆生の為に｢捨施｣すること,それらを｢守護｣し｢浄化｣し｢増大｣すること

である(第4偶).｣と説かれている.小位の修行についても･‥(以下略)30

アティシヤもまたこのSSの整理法に着目しているということはこの引用からも明らかであ

る.しかしながら,第4侶を菩薩の学処を集約する総評と見ている点では一応プラジュニヤー

カラマテイらの見解と重なるものの,それが中位の菩薩に対する教令と限定されている点で,

諸師に比べ若干評価が低められていると見ることもできるだろう3l.

結語

以上,考察の要点をまとめるならば以下のようになろう.

･SSは単なる経典の塊集としてではなく,むしろ多様で錯綜する経典の所説の要点を体系的に

提示する論書として重視されていた.

･その体系は27の偶頒によって骨組みを与えられており,その偶頒自体も,総標とされる第

4侶から導き出される｢七要処･十二項目の学処の整理法｣とでも呼ぶべき体系をもとに配

置されたものであることが明らかになった.

･ヴイクラマシーラの学僧たちは,この整理法に依拠してシヤーンティデーヴァの思想を理

解･解釈していた.

一74一



ヴイクラマシーラの学僧たちがシヤーンティデーヴァの思想をどのように理解し,後世に伝

えていったかという点については,チベットにおいて今日でもこの論師に対する評価が高いこ

とに照らしても,今後さらに考察を深めるべきテーマであると考えられる.

<略号および使用テキスト>

SS SiksisamuCCaya,ed.byC.Benda)1,St.-Petersburg,1897-1902.,RNo.3940,D.No.5336

BCA BodhicafPwLaTY7,ed.byl.FtMinayev;Zapisiki,1890.,RNo.5272,D･No･3871

BCAP Bodhicaり房va加of岳ÅNTIDEVAwith the Commentary Pdm of Prqj丘5karamati

(BuddhistSanskritTbxts12),ed.byRL･Ⅵlidya,Darbhanga,1960･,RNo･5273,D･No･3872

KM Siksakusumamahiari,RNo.3943,D.No.5339

BMDP BodhbnaTydbqpaqika,RNo.5345,D･No･3948

P 北京版チベット大蔵経

D デルゲ版チベット大蔵経

(注記)

lss(p.161-2)には｢修練のためにこれ(=菩薩の正しい行)に通暁することを望む者は,まず,

行の初歩を学ぶためにこの毎asamuccqyaに傾注すべきである｣(yal1Punaretadabhy云sarth叩1
Vyutp豆ditamicchatiten豆traiiks豆samuCCayet豆VaCCary豆mukhamatraiiksanarthamabhiyogal1

k訂叩iyれ..)という一文がある.
2主要なものは後述するBendall【1902],中野【1935],田村【1982],Hedinger[1984]および浅野【1991]

である.

3このような論の進め方はBCAとも共通する.BCA3.23及び4.1を参照のこと.

4ukthica
s5t血Ite亭u bodhisatvaiik卸adhi/yathoktam豆ryaratnameghe/kathap ca kul叩utra

bodhisatv豆 bodhisatvaiik亭恕apvP豆 bhavanti/iha bdhisatvah/叫 eva叩 Vic豆rayati/na

Pratimok鱒はarPVaramatrePamay豆iakyamanutta軸Samyaks叩IbodhlmabhisapbodhuqJki叩tarhi

y由Iimanitath豆gatenate亭ute?uS5t血te?ubodhisatvasamud豆c豆rabodhisatvaiik串padanip向丘aptani

te!ute亭umay豆畠ik亭itavyamitivistara町(Bendall[1902]p.17.5-9)

5tasm豆dasmadvidhenamandabuddhmidurv申eyovistaroktatv豆dbodhisatvasyasapvaral1tatahkim

yuktanWmarmaSth血anyatovidy豆dyenan年pattikobhavet〟

Bendall【1902]などではこの部分が偶頒の第3偶として抽出されている

【vistaroktomah5y如e]bodhisattvasyasapvaraly

mamasth如由IyatOVidy豆dyen由l*attikobhavet〟3//

菩薩の制戒は大乗に詳細に説かれている.

それゆえ,毀犯のないよう,諸々の要所を知るべきである.

なお第19偶ではこのような仏の訓戒に従わなければ画y喝aとなるとされている.

6katam5nicat5nimamasth細論iy豆mihis5t戚nte亭umah5yh5bhirat釦血narth5yokthi"yaduta

5tmabh豆vasyabhog5n豆叩tryadhva叩tebiubhasyaca/

utsarg鵡姐rVaSatVebhyastadraksahddhivardhanamN4〟
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e?abodhisatvasyasapvarasarpgrahaly(Bendall[1902]p･17･11-15)

7チベット訳語は印加kyi伊お.浅野氏は｢要所｣という字をあてている･

BCA3.10にはこのうち｢身体｣･｢享受(物)｣･｢徳性｣の｢捨施｣が説かれており,同所に

対するプラジュニヤーカラマテイの注釈において,三つの要所それぞれに語釈が与えられて

いる.

atmabh豆v血itisarvagaticyutyup叩atti?uSaNakay豆n/n桓pek亭al1SarvaPrakarepanir5sahgaity

arth鵡/tyqjami utsdami/dadamiti arthal1/bhogan iti upabhogyavasthi

hay?gqarathapr5sadady豆畠rayasrakcandanaVaStrabharanakanyadhusarvatryadhvagata叩iubham

itisaⅣatraidhatukasa叩grhitarp pupyaneqyaSVabh豆vam/yadiv豆 d加agiladipras5t叩I

bh豆vanhayapca/(Ⅶidya[1960]p.39.18-21)

｢諸々の身体を｣というのは,死にかわり生まれかわりする一切趣における,全ての肉

体を,である.顧慮することなく,とはあらゆる点で執着のない,という意味である･

放棄することが｢捨施｣するということであり,与える,という意味である.｢諸々の

享受(物)を｣というのは,享受されるべき事物であって,馬･象･戦車･宮殿などの

住居･花輪･履物･衣服･装飾物･美女などである.｢三世全てにある善性を｣とは,

三世全てにおいて得た不動血e句ya)を性質とする徳性である･あるいはまた,布施や

戒から生じたもの,また修所成のものである.･･･

atmabh豆Vaについては上の語釈に従って｢身体(≒k豆ya)｣という訳語を当てたが,Mrozik[1998]

はこの語にembodiedsubiectという訳を与える･

8｢修道項目｣というのは筆者による造語であり,対応する原語はない.また,筆者は以前,

修道項目の数については10と数える見解を持っていたが,本論に後述する理由から見解を

改めた.なお,七要処の最後の三つは,部派仏教以来の伝統的な修道項目である｢四正勤｣

との関係が深い.これについては拙稿(『印仏研』50-2)を参照のこと.
9従来,彼の著作と考えられていた『経集』(戯細∫α椚〟CC叩)は今日では彼のものとは考えら

れなくなってきている.(一島【1968]参照)

】00bermiller[1931】p.43,および同書p.58を参照のこと･

11羽田野【19$6]参照.なお,肋間g汗`咽ゞ卯占ゆd卯(正式には凡叩gg′rJ喝ゞ印材od卯椚ゐ加椚

血血血材印(RNo.6060))の該当個所(Ga55a･6-7)には以下のようにある･

1hagparzabcingrgyache,igsungrabtshogsbsgrigspa,igorimnyidlaslamgyignadkunla

ngessterbslabbakunbtuslabrtennas…

非常に深淵で広大な諸々のお言葉を並べる配置そのもの(gorimnyid)によって全ての

(修行)道の枢要(gnad)に決定を与えるものである『学処集』(SS)に依拠して‥･
引用中にある｢枢要｣(伊崩)という語には,本稿で｢要所｣と訳しているmamastb加aのチ

ベット訳語gnadkyignasとの関連もうかがわれる.この文献に関してはThurman(ed･)【1982]

(pp.40-47)に全体の英訳が収められている.

12Bendall【1902]p.Ⅱには以下のようにある.

Itwillbeseen什omtheoutline-SummaryOfthewholework,Whichisalsosubjoinedtothe

PreSentInb･OductionthatthegeneralargumentorgroundworkofthetreatiseisveryslmPle,

COnSistingofintroductrymatterontheessentialduty(faithandse]flrenunciation)ofaBodhisat,
fbl)owedb threeas tsofhislifヒeachre arded斤omthree intsofview.

13Bendall【1902]のsummaryの中(p.mi)で,この部分は一括してintroductryportionに収めら

れている.
14tasm豆devamatmabhavabhogapupy由l豆maviratamutsargaraks豆畠uddhivrddhayoyathayog叩I

bh豆Vaniy軸〟tatrat豆Vadutsarg5rtha叩Parigrahado亭abhavan豆di5repavairagymlutP豆dayet,
ty年ganu如S51Picabh豆vayet/…(Bendal1【1902]p.188-10)
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15たとえば,この章は｢布施は菩薩の菩提である｣とする『宝雲経』の引用により締めくくら

れている(Benddl【1902】p.34.5).また肛A3.10も参照のこと.この箇所には三要処の捨施が

説かれているが,BCAのなかで三要処がまとめて現われるのはこの偶だけである.なお,ツ

オンカバの山川J血de〝〝柑(RNo.600l:Ka166幻),および山肌r加鮎血ざゐ〃(晩成〟古山椚

かrかJ卯7′叩椚∫お〝れ抑〝如椚ゐr由血ゞおゐ両軸叩血わ棚卯,RNo.600l:Ga5S虚)の第
24偶にも同様に三要処の捨施を説く記述がある.
16Bendall【1902]p.xi

17この著作は全編偶の形で書かれている.下線部はSSの第4偶の引用部分である.

18

'phagspazhiba'ilhaganggisNbshadbyathamscadmtshonbyedpa'iNgangzhigbshbbtus

grelpani〟yodpa'itshigsbcadgciggsungspaN'diltaste/bdaggilusd細字longssDYOddangN
d廷ebadus野umb弘之SDarnamS〟semscankunlabtzngbadangNdebsrunedagms㌍1ba'0〟

1usni'dilarabgragspa'iN'diltarPhungpolngapo'0〟longsspyodnyermkhothamscadde〟

de'ignaspaylrgyurgymPa'0〟dgebalegspathamscadde〟'dasdaJlgma'ongsda]tarba'0〟

gtongbalasogsmampabzhi〟dedqgsosonasbstznteN...(RKi.227b4-6;D.Khi.196b3-5)
Ruegg[1981]p.118
19BCAPは第3章23偶から第4章45偶まで,及び第10章の註釈を欠いている.またSSの偶

頒のうちBCAPに引用されていないものは,主として第21偶以降の｢増大vardhana｣に関

するものである.

20skt.;lma叩ParikararpsarvaPPrqj丘arthammunirjagau/(BCA,p.208)

Tib.;yanlag,didagthamscadni/thubpa,izhesrabdondugsungs〟(RLa.35a3)

この部分は旧本では｢これら全ての準備的実践は自己と他者の智慧を目的とする｣(bsdog

Pa,didagthamschadkyangNbdagdanggzhangyishesrabdon〟;Saito[2000]p.49)とあり,上記の

現行本とはテキストが若干異なるが,解釈上大きな違いをもたらすものではない.

21BCA4.48

eva叩Vini畠cityakaromlyatna叩yathoktaiik?aPratipattihetoh/

Vaidyopade孟豆CCalatahkuto'sti*bhaim叫yaS豆dhyasyanir豆mayatvam/川8//

*Read:bhai写qjya-(BCA,P.169.15-16)

以上のように決意して,私は【経典に】説かれた通りの学処を実践するために努力する.医

者の言いつけを外れて,どうして薬によって治療されるべき者が健康になることがあろう

か.

22K.Crosby&A.Skilton[1995]p.miv,P.9

23チベット大蔵経には後述するようにSSに関係する著作として金州のダルマパーラによる

毎ゐd椚〟C叩りあ旭α椚叩(RNo.3942,4550,D.No.5338,5464)が収録されているが,これは要義書
とでも呼ぶべきものであり,註釈書の体裁をとっていない.

24『入菩薩行細疏』(RNo.5277,D.No.3875).前出の江島[1966】を参照のこと.
25ga]telusdanglongsspyoddangnidgebagsum〟btangdangbsrungbadangnidagdangspelba

rnams〟gzhandonbrtsonpasngesparbyedpar'dod'gyurnaublamedbs]abpakunlasbtuspa]a

brtenbyaNmdosderinchensnatsogskyi〟rgyamtsochenpogcigpo(D:Pu)yi〟brlab(D:bslal))kun

bsduspa'dimthongnaNsredpakunnasgcodparbyed〟...(KM,RKi.227bl-2;D.Khi.196a7-b2)

26チベットでgserglingpaと通称される.有形象識説(S豆k豆ra-V殖加av豆da)の立場の人といわ

れ,Ruegg[1981]によればジェニヤーナシュリーミトラ,ラトナーキールティはアティシヤと

ともに彼の高弟であったとされる.

27北京版,デルゲ版とも表題をぬ血涙聯頑呼拘磁とする.この著作については彼に生涯つ

き従ったナクツオ翻訳官の作であるとする伝承もある.

28釈如石[1997]pp.5l-52

29チベットでは後に菩薩の授戒儀礼に唯識流,中観流の別を設け,それぞれがこの『菩薩地戒

品』とSSとに基づくものとされるようになる(藤田【19SS】参照)が,その端緒はアティシヤ

のこの章の記述に見出すことが出来るだろう.
30

Slobdponzhiba'ilhぉnimdosdemaluspagangzaggsumgyis(D:gyi)bslabp訂(D:pa)mdzadde/'di
ltarthegpachenpolagomspachebadanggomspa'bringdang/gomspachungba'0〟gomspache
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ba,idb皿gdumdzadnasbslabpakunlasbtuspanas/byangChubsemsdpa,isdompani/rgyaspar

thegpachelas,byung/血es,byungbadang/spyodjuglaskyang/rgyalsrasmamSkyismibslab

pa/,ga,yangyodpamaylnnO/zhesgsungsso〟blamadpalbyaⅢgChubbzangpo,i血alnas

kyang/………〟delagomspa,bringpo,idbangdumdzadnasyangbshbpakunlasbtuspanasgang

gisltungbeLrmi,gyurpa(D:ba),i〟gnadkyignasmamS,disrigbya〟bdaggilusdanglongsspyod
dang"dusgSumSkyespa,idgebarnams〟semscankunlabtangbadang〟debsrungdagpaspel

pa(D:ba),0/ihesgsungsso〟gomspachungba'idbangdumdzadnas(D:na)yangdenyidlas･･･…･･･
(BMDIミRKi.306bl-7;D･Khi･265b4-266a2)

なお,ここにBCAよりとして引用されている部分は,BCA5.100(BCA,P.177)に見出すこ

とが出来る.(引用されているのは以下の下線部)

yaavasth弛prapadyetasvayalPparaVaio'piv云/
t豆SVaVaSthasuy弛畠iks5h畠iksett豆evayatnatal1N99//

慧慧慧慧
31この部分とは直接関係はないが,アティシヤのこの大乗の修行に大･中･小の三種を分かつ

考え方は,以下のような記述に見られるシヤーンティデーヴァの見解とも呼応するものであ
る.

adhimatr5dhimukticaryadharmatavacan豆CCagamyate/yath豆madhyduprak5r5py

adhimukticary豆,styevetu/(SS,p.7.19-20)
｢優れた信解行の法性｣という言葉から,中･弱という種類の信解行もまた存在するとい
うことが理解されるのである.
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RemarksontheSystemofBodhisattvas.Discipline(嘲inthe如uccqya
andltsInnuenceontheBuddhistMonksatVikrama畠ilaMonastery

SASAKIKazunori

The肋uccmoneoftheauthenticworksofS豆ntideva,isthoughttohavehadagreat

innuenceonthemonkslivinginVikrama畠ilamonastery;thecentreoflaterTndianBuddhism･This

WOrkiscomposedofoverlOOquotations抒omMah豆y豆nascriptures,mOStOfwhichareintroduced

bytheauthor.sownshortcomments.Thesequotationsaresystematicallyarrangedbytheauthor

withtheinsertionof27explanatoryverses(A励正司.lnverse4由ntidevagivesanimportantkeyto

understanding theframework of this work,Which presents thefo1lowlng7crucialpoints

(mam7aSth血4)oftheBodhisattva-spractice,thatis,(1)body(dhabh5t4),(2)possessions(bhqga),

(3)goodness(血bb4),(4)renunciation(utsaTga),(5)presen/ation(m毎珂,(6)puri丘cation(血dmj),

and(7)enhancement(varmana).Combiningeachoftheformer3pointswiththelatter4,the

authorglVeS12topics,Whichexplaintheoutlineofthewholework.

Thepresentpaperhastwoaims.Thenrstistodeterminethenumberof…topics一'as12,mainlyon

thebasisofintemalevidenceinthe且脇ⅢuCCqyaModemscholarsdi飽rintheirunderstanding

Ofthearrangementofthiswork,eSPeCial)ylnregardtothenumberoftopics,althoughtheyequally

emphasizeitsimportancefbranalyzlngthestructureofthe且鮎由融かuCCqya

ThesecondaimistodiscusstheinfluenceofthissystemonthreeeminentmonksofVikrama畠ila

monastery,i.e.,Prqi丘豆karamati,Vairocanarak亭itaandDiparpkara畠r申豆na(Atiia)･

InhisBo(劇画雇用坤 Prqj丘akaramati,OneOfthebest-knownsuccessorsofS豆ntideva,

explains5〆ね血臨exactlyinthelightoftheabovesystem.

Vairocanaraksita,theauthorofthe5jks55akusumama帥JtgivesatributetobothS豆ntidevaand

the Sjks55amuCqyaatthestartofhis workand mentionsverse40fthe肋uccmasa

CruCialkeytounderstandingtheentirework･

Dipa叩karairti丘豆na,renOWnedasaleading月gureinthesecondtransmissionofBuddhismtoTibet,

CitesinhisBα伽亘げ帽坤farmorepassages斤omS豆ntideva-sworksthan丘･OmWOrksby

any other writers.In the section where
he explains the restraint(SaLPVat4)of Bodhisattvas,

Diparpkara quotes the above-mentioned verses3and4什om the肋uccり句Saylng that

S豆ntidevapresentstherestraintofthreekindsofBodhisattvas.

From the above discussion,We may pOSSibly draw the conclusion that Buddhist monks at

Vikramaiila monasteryfrom thelatelOth to earIy12th centuries recognized the system of

Bodhisattvas7disciplineinthe肋uccqnasanauthoritativecriterionforunderstandingthe

teachingsofMah豆yanascriptures.
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